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《人ロの動き》

　3月末現在

男2，685（一40）女2，742（一28）　計5，427（一68）

出生3　死亡5　転入25　転出91

世帯数1，563（一14）
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平成元年度一般会計予算

（1．2％）　（0．7％）（0．3％）

鞭．慧鰻
細．＄％肇

鑛。簿％鎌

　…主
　員我

　会

　費

4，601．8万円

災
害
復
　
旧
費
3
，188万円

　消

　防

　費

8，918．7万円

商
　
工
　
費
5
，877万円

予
備
費
1
，876万円

　学

働
　
費
8
6
3 ．4万円

財産収入　　　使用料・手数料

災害復旧費

3，188万円（L2％）

6
億
5
、
7
8
3
・
7
万
円
（
2
5
．
2
％
）

普
通
建
設
事
業
費

投資駒経賛
　鯵．4㈱

（表3）

　　　　（2．4％）

諸収入
1億1，563．4万円
（4．4％）

地方譲与税

自動車取得税交付金

交通安全対策交付金

利子割交付金
6，280，1万円（2。4％）

　　　　　5，080．3万円分担金・負担金
糸繍．3万円（L9％）騰．1万円（2．9％）

町　税

国庫支出金
8．489．1万円（3．3％）

県支出金
1億9，680。3万円

　（7．5％）

依

邊纏億響，3⑧⑧灘廟

存

財

（80．5％） 源

＼

歳
出
の
状
況

　
　
　
　
（
表
1
）

地
方
交
付
税

　町　債
　2億7，600万円

14億8，000万円
　（56．7％）

歳入の状況（表2）
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予
算
は

　
行
政
の
設
計
書

　
町
の
行
政
の
た
め
の
費
用
は
、

適
切
に
使
わ
れ
る
よ
う
一
年
間
の

収
入
・
支
出
の
見
積
り
を
し
て
計

画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
収
入
・
支
出
を
財
政

と
い
い
、
見
積
り
を
予
算
と
い
い

ま
す
。
予
算
は
そ
の
一
年
（
年
度
）

の
町
政
の
内
容
を
表
わ
す
も
の
で
、

い
わ
ば
町
の
行
政
の
設
計
書
で
も

あ
り
ま
す
。

　
町
の
予
算
は
、
毎
年
十
二
月
に

各
課
か
ら
次
年
度
の
概
算
事
業
計

画
が
総
務
課
に
提
出
さ
れ
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
総
務
課
長
は

こ
れ
を
受
け
、
年
明
け
に
財
源
を

各
課
に
配
分
し
ま
す
。

配
分
を
受
け
た
課
で
は
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
効
果
的
な
予
算
を
組

み
総
務
課
に
提
出
し
、
財
政
係
が

こ
れ
を
取
り
ま
と
め
、
更
に
、
　
一

月
下
旬
に
町
長
が
査
定
、
決
断
し

議
会
に
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
度
途
中
で
事
業
を
変
更

し
た
り
、
予
定
し
た
町
税
等
が
増

減
し
た
場
合
、
補
正
予
算
を
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
議
会

の
承
認
が
必
要
で
す
。

だ

纏．

県
　
生
　
　
。
肇

1億、

5，160，

灘
欝羅．籔．i簿雛

衛
　
生
　
費

1億

8，969．8万円

・予備費

1億198．4万円（3，9％）

繰 推
持
補 物 公

出 修 助

金
繕
費 費
件 債

1
億
1
億
1
億

3費
億
塁　費
億

5
億

1
、
6
、
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、
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、
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￥
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6
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H
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、妻．灘難雛灘鐵㈱．磯

歳出の性質別割

がド

継．薮・鋤

教
育
費
2億、

9，846，9万円

総．縣1

総
務
費
3億

5，284．2万円

扶助費

1、404，6万円

　　　（0，5％）一

な

雛，纏1難㈱

農
林
業
費

3億

7，644．4万円

、㈱．脇1

土
　
木
　
費

4億

7，100万円

が

撫麟…％、1

公
　
債
　
費

5億

1，969．1万円

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
特
に
関

わ
り
の
あ
る
一
般
会
計
予
算
を
簡

単
に
説
明
し
ま
す
と
、
総
額
で
二

十
六
億
一
千
三
百
万
円
（
昨
年
度

比
八
・
四
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
歳
入
面
で
の
主
な
財
源
は
、
地

方
交
付
税
（
国
が
使
い
み
ち
を
指

定
し
な
い
）
、
国
県
支
出
金
（
使

い
み
ち
が
指
定
さ
れ
る
）
な
ど
で

八
十
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
町
税
他
を
含
め
た
自
主
財
源

は
わ
ず
か
二
十
％
に
も
満
た
な
い

の
が
現
状
で
す
。
　
（
表
2
）

　
次
に
歳
出
予
算
を
見
て
み
る
と

　

経
常
経
費
が
約
十
九
億
二
千
三
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円
余
り
（
7
3
・
6
％
）
、
投
資
的

経
費
が
約
六
億
八
千
九
百
万
円
（

26

・
4
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
－
・
3
）

※
経
常
的
経
費

　
歳
出
の
う
ち
で
人
件
費
や
公
債

費
な
ど
必
要
不
可
欠
な
経
費
の
こ

と
で
、
家
庭
で
い
う
な
ら
ば
、
住

宅
ロ
ー
ン
、
税
金
、
食
糧
費
な
ど

生
活
す
る
う
え
で
の
経
費
。
　
一
般

に
形
に
残
ら
ず
、
こ
の
経
費
の
占

め
る
割
合
が
大
き
い
と
、
建
物
や

道
路
な
ど
の
建
設
事
業
に
回
せ
る

お
金
が
少
な
く
な
り
、
財
政
に
余

裕
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
状
態
を
財
政
が
硬
直
化

す
る
と
い
い
ま
す
。

※
投
資
的
経
費

　
こ
の
経
費
は
、
道
路
を
改
良
し

た
り
、
学
校
の
改
築
し
た
り
す
る

な
ど
、
将
来
、
形
の
残
る
物
に
予

算
を
費
や
す
経
費
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
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郵
　
，
9
0
：
9
9
9
●
，

　
　
■
　
■

　
●綿

　
国
が
示
し
た
平
成
元
年
度
予
算

及
び
財
政
投
融
資
計
画
で
は
、
人

口
の
高
齢
化
や
国
際
社
会
に
お
け

る
我
が
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
、

今
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

財
政
が
弾
力
的
に
対
応
す
べ
く
経

常
経
費
の
抑
制
と
人
員
の
削
減
な

ど
の
財
政
改
革
を
推
進
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
公

議会運営費………一……・……・4，601万円

嘱託員行政事務委託一一……・…689万円

冬期保安要員報酬・・………………・605万円

駅周辺開発調査委託一……・一1，000万円

地域おこし活動助成………………547万円

町営バス運営・………………・…・…513万円

テレビ共同受信施設補助…………250万円

町税関係電算委託一…一………・660万円

町長選挙費・…・…・・………・……一300万円

　　　鷺撫民灘
　
騨
　
　
・
9
．
o
　
　
㌔

　
　
・
・

　
　
◎

共
団
体
に
対
し
て
も
歳
出
を
極
力

抑
制
す
る
と
と
も
に
経
費
の
節
減

合
理
化
、
適
切
な
行
政
管
理
等
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
源
の
重
点

的
、
か
つ
、
効
率
的
配
分
を
行
い

節
度
あ
る
財
政
運
用
を
図
る
こ
と

を
要
望
し
て
い
る
。

　
町
の
予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、

財
源
の
大
半
を
国
と
県
に
依
存
し

て
い
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
多
様
化
し
た
住
民
の
要
望
に

応
え
る
べ
く
、
真
に
必
要
な
施
策

へ
の
効
率
配
分
に
努
め
、
若
者
の

二
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
の
導
入
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
従

来
の
継
続
事
業
の
ほ
か
に
、
新
規

重
点
施
策
と
し
て
克
雪
耐
雪
か
ら

利
雪
・
遊
雪
へ
の
初
年
度
と
す
る

町社会福祉協議会等補助金………243万円

家庭奉仕員賃金等……・…………・・392万円

老人クラブ活動助成………………208万円

明るい町づく｝）事業………・………・・52万円

重度心身障害者医療費扶助………552万円

保育園運営……・…………・…一7，208万円

国民年金事務費……・…………・・1，007万円

老人保健事業（基本検診、胃がん、

肺がん、子宮がん検診など）…1，871万円

危険物処理場排水工事……………800万円

ごみ・危険物収集委託・…・…一一989万円

た
め
予
算
編
成
を
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　羅　　　　　　　職＾
　　　　　　　鑛

　　　　　　麟　　　　　三1

　　　　饗

　　　　驚

藁藩
　　　　　　　　　　　　　僻　　　　　　　　　　　　鯛

灘　，■■　■　『篠・・躍1



IllIll”II”lll5””II”1”””こうほう・まつだい（元．4月号）lll”1”llllll””II””i””””1“”“1”””III”1”ll””1”””””””llIllIIlll”Illl”llll””II””ll”IIIllIIII”Il””III”IllIIII”Illl”II”IIII”III”Illl”

小型ポンプ・積載車購入………880万円

小屋丸防火水槽新設補助金……341万円

寺田消防器具置場新築補助金…182万円

孟地小グランド補修工事他……670万円

町内小学校一般工事…………1，430万円

中学校一般工事請負費…………2631万円

中学校遠距離生徒通学補助金…748万円

コミュニティ事業補助金………251万円

体育館玄関通路工事……………340万円

　〃　ピロテー舗装……………203万円

町有繁殖雌牛購入……………1，050万円

農道・圃場整備補助金………1，076万円

県単農道工事…………・……・・2，976万円

ライスセンター建設補助金…8，800万円

団体営農道開設………………2，480万円

北・北線土捨場圃場整備（犬伏）…2，325万円

林道工事……………一・・……4，410万円

町商工会補助金…………………300万円

町商工会会館取得費……………166万円

城山展望台屋根塗装工事…………68万円

温泉開発整備……………・一・3，570万円

道路橋梁維持改良・・……

奴奈川地区流雪溝整備・・

ファミリースキー場
駐車場・取付道路建設・・

除雪ロータリー車講入・・

克雪住宅資金貸付金・・…

一1億4，673万円

・……3，465万円

…・…6，225万円

●……2，385万円

…一3，500万円

単位：千円

区　　　　　　　分 平成元年度 63年度当初 比　　　較 伸　　率

国民健康保険特別会計 495，960 484，360 11，600 2．4

国民健康保険診療施設特別会計 29，281 30，131 △　　　850 △　　2．8

簡易　水道特別会計 161，120 210，524 △　49，404 △　　23．5

農業共済特別会計 36，072 36，492 △　　　420 △　　1．2

老　人保健特別　会計 362，845 360，109 2，736 O．8
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二代目城主牧田義明さん

　　　　　　　　（峠
城代家老室岡春男さん

　　（峠）

春男さん

　　（仙納）

　　清さん

　　（太平）

将市川大侍
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相
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市
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教
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近
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有
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映
画
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．
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牧
田
　
光
男
（
松
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高
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）

柳
　
　
志
朗
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代
高
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）

相
沢
　
貴
史
（
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代
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西
片
　
栄
一
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代
高
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）

本
山
　
政
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（
松
代
高
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瀬
沼
　
洋
子
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代
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熊
木
　
正
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（
高
校
教
員
）

小
吹
伸
一
（
映
画
学
校
）

石
口
　
光
恵
（
松
　
　
代
）

佐
藤
　
絹
子
（
室
　
　
野
）

斎
木
美
恵
子
（
室
　
　
野
）

相
沢
　
和
子
（
松
　
　
代
）

鶴
田
　
陵
治
（
ア
ス
テ
ル
墓
尽
）

田
中
　
周
作
（
早
稲
田
大
学
）

別
所
　
重
蔵
（
鉄
建
公
団
）

宮
沢
　
正
昭
（
松
代
高
校
）

富
沢
　
智
子
（
鉄
建
公
団
）

山
口
　
聡
子
（
松
代
高
校
）

小
海
　
和
美
（
松
代
高
校
）

若
月
　
美
穂
（
松
代
高
校
）

柳
　
　
久
子
（
松
代
高
校
）

若
月
　
唐
平
（
孟
　
　
地
）

平
沢
志
恵
子
（
松
　
　
代
）

服
部
修
一
（
鉄
建
公
団
）

西
潟
　
陽
子
（
松
代
高
校
）

小
堺
　
啓
子
（
松
代
高
校
）

若
井
　
美
加
（
松
代
高
校
）

牧
田
い
ず
み
（
松
代
高
校
）

池
田
さ
お
り
（
松
代
高
校
）

本
山
い
ず
み
（
松
代
高
校
）

山
崎
　
　
正
（
映
画
学
校
）

本
柳
　
幸
子
（
松
代
高
校
）

柳
　
　
明
美
（
松
代
高
校
）

小
島
美
恵
子
（
松
代
高
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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外
立
茂
利
一
（
安
塚
町
）

若
山
　
　
淳
（
松
代
高
校
）

相
沢
　
容
子
（
松
代
高
校
）

佐
竹
　
樹
郎
（
映
画
学
校
）

小
堺
　
正
仁
（
松
代
高
校
）

高
橋
　
尚
志
（
松
代
高
校
）

若
山
　
勝
男
（
松
代
高
校
）

小
堺
　
一
男
（
松
代
高
校
）

米
持
　
英
雄
（
室
　
　
野
）

鈴
木
　
正
利
（
松
　
　
代
）

米
沢
　
康
雄
（
映
画
学
校
）

春
谷
　
正
明
（
安
塚
町
）

本
山
　
　
勝
（
浦
　
　
田
）

加
藤
　
高
広
（
早
稲
田
大
学
）

小
林
み
さ
子
（
安
塚
町
）

上
野
　
千
春
（
松
代
高
校
）

菅
井
　
一
之
（
新
潟
市
）

柳
　
　
一
則
（
松
代
高
校
）

関
谷
　
夏
枝
（
松
　
　
代
）

柳
正
勝
（
鉄
建
公
団
）

佐
藤
　
　
明
（
東
　
　
京
）

宮
沢
　
典
郎
（
映
画
学
校
）

柳
　
　
宏
之
（
松
代
高
校
）

山
賀
　
和
也
（
松
代
高
校
）

田
巻
　
弘
成
（
松
代
高
校
）

小
池
　
政
明
（
鉄
建
公
，
団
）

山
口
　
　
徹
（
早
稲
田
大
学
）

雨
宮
　
秀
明
（
鉄
建
公
団
）

浦
野
　
正
樹
（
早
大
教
員
）

尾
藤
　
隆
之
（
早
稲
田
大
学
）

佐
藤
　
英
樹
（
相
模
原
）

村
松
　
利
春
（
松
代
高
校
）

川
口
　
智
康
（
映
画
学
校
）

藤
岡
　
隆
行
（
松
代
高
校
）

蛾
癬
雛
　
棚

苦
騨
灘
鵜
灘
鎌
零
毒
耀
灘

八
獄
灘
難
磁
欝
難
欝
雛
／
臨
譲
皿
難
・
婦
繕
多

騎馬止め破りで四苦
　　　　　　緩嚢

嚢
　
　
馨

　
　
　
葦
箋
灘
纒
　
灘

鍵
、

　　　　　　　　羅　　　聾　のガ顯ボンi堀越

灘
鍵

縷
繊

1251241231221211201181181171161151141131121111101091081071061051041031021011009998979695949392／

福
島
由
紀
子
（
松
代
高
校
）

山
岸
　
愛
（
松
代
高
校
）

若
井
美
和
子
（
松
代
高
校
）

鈴
木
　
綾
子
（
松
代
高
校
）

柳
佳
子
（
松
代
高
校
）

小
堺
　
明
美
（
松
代
高
校
）

保
坂
　
芳
彦
（
中
里
村
）

端
　
佐
知
子
（
専
修
大
学
）

鈴
木
　
妙
子
（
専
修
大
学
）

牧
田
あ
ず
さ
（
松
代
高
校
）

鈴
木
奈
穂
子
（
松
代
高
校
）

宮
沢
み
ど
り
（
松
代
高
校
）

小
堺
　
和
美
（
松
代
高
校
）

花
崎
　
春
男
（
鉄
建
公
団
）

鈴
木
八
重
子
（
松
　
　
代
）

長
谷
川
順
子
（
ア
ス
テ
ル
東
京
）

山
田
　
孝
司
（
ア
ス
テ
ル
東
京
）

柳
　
久
美
子
（
松
代
高
校
）

下
坂
　
由
香
（
松
代
高
校
）

柳
　
里
美
　
　
（
松
代
高
校
）

菅
井
　
文
代
（
松
代
高
校
）

菅
井
　
良
子
（
松
代
高
校
）

保
坂
久
美
子
（
松
代
高
校
）

氷
井
　
洋
美
（
松
代
高
校
）

佐
藤
美
由
紀
（
松
代
高
校
）

小
堺
　
加
恵
（
松
代
高
校
）

藤
巻
　
佳
子
（
松
代
高
校
）

志
賀
恵
美
子
（
松
代
高
校
）

大
日
向
　
泉
（
松
代
高
校
）

高
沢
優
美
子
（
松
代
高
校
）

高
橋
久
美
子
（
松
代
高
校
）

中
野
美
登
里
（
早
稲
田
大
学
）

門
脇
　
秀
晃
（
早
稲
田
大
学
）

炭
本
　
文
野
（
早
稲
田
大
学
）



繭

蓑

麟

灘棚薗

　　　　　　慧
　　　　　　　　　－山雛琉吊∵

　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　2

　　　　　　騰

　　　　聾

響畢
　　　　　　　酬　　　　臨　　欄．　難　融羅

㎜

灘
霞

醸

灘

謂
，鎌

蓑

箋
、

韮
§

　灘
灘

　　灘懸

　　＾蹴　黙岬
藁

昨年結婚厩…男拐聾レの持満たいまつで大奏の神に点火される

鰍　掻
鱒

愚

　
　
，
灘
鰻
繋
藻

毒
匪
巌聯

、
・
…
．
、
第
二
回

　
ウ

繋
”
酬　　琳

　禰　　畢
嚢繊

鳳

　灘難

3月11日～12日

　　麟β噸．　．「麟
灘藻藤議薙，醗灘難襲’

　　嬬　　灘　　　・叢・華
　　　　夜雲繕摘塑羅づ灘だ花蕪に該翫臆リー

　　　　　ン　
　睡錘嚢　難馨灘　撚轟灘麟．灘離霧鰯毫難　　　睡聾

2日問で4千人の人出

越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
も
大
成
功

　
暖
冬
少
雪
と
思
い
も
か
け
な
い

陽
気
の
中
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回

冬
の
陣
は
今
年
も
大
成
功
。

　
メ
イ
ン
と
し
て
定
着
し
た
”
乗

っ
取
れ
松
代
城
”
に
は
一
二
五
名

の
戦
士
が
挑
戦
。
今
回
も
ス
タ
ー

ト
直
前
に
は
北
風
が
吹
き
始
め
、

冷
た
い
雨
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
。
何

か
い
わ
く
め
い
た
よ
う
な
天
候
に

一
時
な
っ
た
も
の
の
、
風
も
収
ま

り
雨
も
止
み
い
よ
い
よ
松
代
城
目

差
し
て
の
”
熱
走
”
の
開
始
。

　
脚
力
だ
け
で
は
勝
て
な
い
よ
う

に
考
え
ら
れ
た
二
・
ニ
キ
。
の
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

　難　鑛馨難
議．

蟹羅

羅

辮

　
　
　
無

譲噸，

欝
議

　
　
踏

騰

灘澱灘騒覇麗
　　鑛　　　　　　　　　　　　舞難蝋

罎鰹灘　　　叢
　　鵬齢

リ萎のカー曇ハ繊調慈若者が鑛場

ス
に
顔
を
ゆ
が
め
て
走
り
抜
け
る

先
頭
集
団
。
和
気
あ
い
あ
い
と
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
難
所
を
楽
し
み
な

が
ら
越
え
て
行
く
後
続
グ
ル
ー
プ
。

走
り
抜
い
た
あ
と
の
満
足
そ
う
な

顔
を
見
る
と
、
陰
で
支
え
た
関
係

者
の
苦
労
が
こ
こ
で
報
わ
れ
ま
す
。

　
二
日
間
と
お
し
て
四
千
人
の
観

客
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
カ
ラ

オ
ケ
愛
好
グ
ル
ー
プ
の
演
歌
に
酔

い
し
れ
る
女
性
。
ロ
ッ
ク
ビ
ー
ト

に
力
一
杯
体
を
動
か
す
若
者
。
食

い
倒
れ
横
町
で
は
孫
に
せ
が
ま
れ

な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
に
買
い
与
え

る
お
年
寄
り
。
観
衆
を
前
に
日
頃

熱
心
に
練
習
し
た
成
果
を
被
露
す

る
舞
踊
団
体
。
広
い
雪
の
広
場
で

歓
声
を
あ
げ
る
子
供
た
ち
。

　
祭
り
を
企
画
し
当
日
の
裏
方
と

な
っ
た
関
係
者
も
、
集
ま
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
見

て
、
祭
り
に
か
け
た
努
力
を
し
み

じ
み
と
喜
こ
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。
　
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」

は
町
民
全
員
の
一
つ
の
心
の
拠
り

所
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。



舞
　■、■

　T

繍

蝋

　羅

　　
嚢購鱗

　　ぬ　　嚇難繍

　灘講醗

一腰

∵
、
閥
　
　

，
　
澤
■
，
ド

潤燃轍繍灘＿

　磁　　　　灘
　　叢灘
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響
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手の平と足の裏は氷点下の世界
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松代～池尻間（3100㍍）

基本計画ルート

公表される

国
道
二
五
三
号
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
良
計
画
に
つ
い
て

安
塚
土
木
松
代
分
所

　
地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
、
公
共

事
業
に
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　
去
る
三
月
十
五
日
、
十
七
日
と

松
代
、
千
年
池
尻
地
区
で
の
計
画

熱・ビ録☆牙』溜》＼

　　・嵐△／
〆1

’ヒ＼＼bむ阿～、＼qr／〆％蓑 （
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説
明
会
で
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、

平
成
元
年
度
よ
り
、
池
尻
～
松
代

間
の
改
良
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
道
二
五
三
号
の
改
良
に
つ
い

て
は
、
現
在
松
代
町
儀
明
～
蒲
生

工
区
二
、
八
○
O
m
、
松
代
～
田

沢
工
区
二
、
一
〇
〇
m
が
継
続
中

で
す
が
、
こ
れ
が
完
了
し
ま
す
と
、

松
代
分
所
管
内
約
一
四
、
一
〇
〇

m
余
り
の
内
、
池
尻
交
差
点
か
ら

松
代
ま
で
の
区
間
が
未
改
良
道
路

と
な
り
ま
す
。
こ
の
区
間
は
、
池

尻
か
ら
千
年
ま
で
の
雪
崩
多
発
地

と
千
年
、
松
代
の
市
街
地
を
通
っ

て
お
り
、
幅
員
狭
少
部
が
多
く
、

見
通
し
も
悪
い
為
、
更
に
は
、
近

年
の
交
通
量
の
増
加
と
共
に
、
道

路
不
良
に
よ
る
騒
音
、
振
動
、
或

い
は
冬
期
の
道
路
確
保
の
困
難
等
、

様
々
な
障
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

又
、
こ
の
区
間
を
通
学
し
て
お
り

ま
す
子
供
達
も
毎
日
が
危
険
な
状

態
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
こ
の
改
良
事
業
は
、
こ
れ
ら
を

解
消
す
る
と
共
に
、
最
近
各
地
域

で
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
リ
ゾ
ー

ト
開
発
計
画
や
松
代
駅
前
整
備
事

業
に
対
応
で
き
る
も
の
と
し
て
、

池
尻
交
差
点
を
起
点
と
し
、
橋
梁

四
橋
を
新
設
し
、
町
道
駅
前
線
を

利
用
し
な
が
ら
、
現
在
、
改
良
を

進
め
て
お
り
ま
す
松
代
高
校
前
に

至
る
、
延
長
三
、
一
〇
〇
m
、
全

幅
員
＝
二
・
五
m
、
最
大
縦
断
勾

配
五
・
五
％
、
最
小
曲
線
半
径
一

六
〇
m
、
設
計
速
度
四
〇
㎞
／
h

で
設
計
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
元
年
度
は
、
千
年
地
内
か

ら
測
量
、
地
補
償
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
松
代

町
、
或
い
は
東

　
　
　
　
　
　
　
　
き

頸
城
の
発
展
の
　
灘
纒
難

為
に
、
こ
の
事
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

業
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
み
ま
す
様
、

地
元
の
皆
様
方

の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
て
、

改
良
計
画
の
紹

介
を
終
ら
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
難
瀧

頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
彗

．
灘
．

難
　
鰹
　
　
　
燃

奪
　
慧
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松代町の

鳥野

シ
リ
ー
ズ
⑳

ア
カ
ゲ
ラ

　
キ
ツ
ツ
キ
目
キ
ツ
ツ
キ
科
に
、

分
類
さ
れ
る
ア
カ
ゲ
ラ
は
、
松
代

町
で
は
、
普
通
に
観
察
さ
れ
る
種

類
で
す
が
、
同
じ
キ
ツ
ツ
キ
の
仲

間
の
ア
オ
ゲ
ラ
と
比
較
す
る
と
数

は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
昔
か
ら
「
キ
ツ
ツ
キ
」
と
か
、

「
ケ
ラ
ヅ
ツ
キ
」
と
方
言
で
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
言
は
、

「
ア
カ
ゲ
ラ
」
と
「
ア
オ
ゲ
ラ
」

を
総
称
し
て
呼
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
大
き
さ
は
、
二
三
、
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
額
か
ら
頬
に
か

け
て
は
淡
褐
色
、
頭
部
か
ら
背
、

腰
、
上
尾
筒
に
か
け
て
光
沢
あ
る

黒
色
、
雄
の
後
頸
に
は
赤
色
部
が

あ
り
ま
す
が
雌
に
は
な
く
、
翼
は

黒
色
で
風
切
羽
に
は
白
斑
が
横
し

ま
状
に
な
ら
ん
で
お
り
、
肩
羽
は

大
き
な
白
斑
が
あ
り
、
よ
く
目
立

ち
ま
す
。
尾
は
黒
色
で
、
ク
サ
ビ

状
で
、
胸
か
ら
腹
に
か
け
淡
褐
色

で
、
下
腹
部
は
雌
雄
と
も
赤
色
で

す
。
顔
か
ら
胸
に
か
け
黒
色
の
顎

松

永

況

線
が
続
き
、
噛
は
黒
灰
色
で
、
脚

は
緑
灰
色
と
い
う
姿
を
し
て
い
ま

す
。
ア
カ
ゲ
ラ
を
含
む
キ
ツ
ツ
キ

類
の
指
は
、
他
の
鳥
と
異
な
り
、

前
二
本
、
後
二
本
で
樹
に
垂
直
に

止
ま
る
の
に
都
合
よ
く
で
き
て

お
り
、
尾
も
樹
に
止
ま
っ
た
際
、

身
体
を
さ
さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
強

く
、
堅
く
で
き
て
い
ま
す
。

　
本
種
は
、
留
鳥
と
し
て
山
地
の

森
林
に
多
く
生
息
し
、
本
州
中
部

の
北
ア
ル
プ
ス
地
方
で
は
、
標
高

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
三
〇
〇

メ
ー
ト
ル
位
の
落
葉
広
葉
樹
林
や

オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
コ
メ
ツ
ガ
な
ど

の
針
葉
樹
と
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ニ
レ

な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
混
交
林
、

ア
カ
マ
ツ
林
、
雑
木
林
に
生
息
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ

と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
松
代
町
で

は
、
ア
カ
ゲ
ラ
の
好
む
環
境
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
生
息
数
が
少
な

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
東
京
で

の
調
査
で
は
、
標
高
六
〇
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
の
山
地
に
生
息
し
、
ア

オ
ゲ
ラ
よ
り
深
い
森
林
に
す
む
傾

向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
通

常
は
、
単
独
又
は
雌
雄
で
生
活
し

ま
す
が
、
松
代
町
で
は
単
独
の
場

合
が
多
く
雌
雄
で
観
察
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
川
田
　
順
の
歌
に

　
う
つ
音
は

　
　
け
た
た
ま
し
け
れ
ど

　
き
つ
つ
き
は

　
　
か
そ

　
　
幽
け
き
も
の
か

　
　
　
　
　
　
　
こ
ぬ

　
　
　
　
　
山
の
木
れ
に

と
あ
る
よ
う
に
、
ア
カ
ゲ
ラ
は
特

に
サ
エ
ズ
リ
を
持
た
ず
、
キ
ョ
ツ

キ
ョ
ッ
と
鳴
い
た
り
、
飛
び
な
が

ら
、
ケ
レ
ケ
レ
ケ
レ
と
鳴
く
だ
け

で
、
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、

そ
の
か
わ
り
枯
木
な
ど
を
嗜
で
叩

い
て
、
カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ
ー
ン
と
か

タ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ッ
と
い
う
風
に
聞

こ
え
る
。
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
行
な
い

繁
殖
期
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
一
つ

を
し
ま
す
。
こ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
を

聞
い
て
、
少
年
の
こ
ろ
、
　
「
そ
の

う
ち
頭
が
お
か
し
く
な
っ
て
木
か

ら
落
ち
る
ん
で
は
な
い
か
？
」
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

人
間
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ

ば
、
頭
が
お
か
し
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
キ
ツ
ツ
キ
の
σ。て）C㌧．く）G・つC㌧つC㌧・OG・く）（〉・つ（〉・く）C㌧・く）（〉・OG・く）（〉・く）G・つσ・つC㌧・つσ・く）σ・つ○・く）σ・く）G・く）σ・OC㌧・く）C㌧・つG・Oσ・く）C㌧・O（〉・く）C』・つC』・つC』・つC㌧・つ（〉・つ○・つ（〉・OG・Oσ・つσ・・QC㌧・つC㌧●O（〉’く）σ’く）σoつσoく）○つ

　
い
よ
い
よ
五
月
か
ら
献
血
力
始

ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

な
”
愛
”
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

そ
れ
は

　
　
　
献
血
か
ら

　
　
“
、

0
5
月
1
1
日
（
木
）
役
場
前

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

罎追癒矯　
ノ

蓬
・
じ
．

，
“

〃
●

唖
。

献
血
は

あ
な
た
も
で
き
ま
す

○
満
十
六
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未

満
で
体
重
が
男
子
4
5
㎏
、
女
子
4
0

㎏
以
上
の
健
康
な
方
（
医
師
の
薬

を
飲
ん
で
い
る
方
と
妊
娠
し
て
い

る
女
性
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

○
採
血
前
に
医
師
が
健
康
診
断
し

無
理
な
採
血
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の

で
安
心
し
て
で
き
ま
す
。

〇
四
〇
〇
配
の
採
血
は
、
男
女
と

も
体
重
が
5
0
㎏
以
上
の
方
が
で
き

ま
す
。献
血
で

あ
な
た
の
健
康
を

　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク

　
血
液
型
検
査
は
も
ち
ろ
ん
、
肝

機
能
、
梅
毒
、
B
型
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
の
抗
原
検
査
他
数
多
く
の
検
査

が
行
わ
れ
魅
，
そ
の
結
果
は
献
血
者

本
人
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
健
康
管

理
に
大
い
に
役
立
つ
わ
け
で
す
。
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頭
が
お
か
し
く
な
ら
な
い
理
由
が

わ
か
っ
た
の
は
、
今
か
ら
一
〇
数

年
前
、
ア
カ
ゲ
ラ
の
死
体
を
手
に

入
れ
解
剖
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ

の
結
果
、
頭
の
骨
が
他
の
鳥
よ
り

厚
く
堅
く
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
木
を
つ

つ
い
て
、
木
の
中
の
虫
を
捕
食
す

る
の
に
適
し
た
、
太
く
強
い
嚇
を

し
っ
か
り
さ
さ
え
、
脳
に
影
響
の

な
い
よ
う
に
進
化
し
た
も
の
と
思

わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
解
剖
で
、

も
う
一
つ
感
心
し
た
の
は
、
木
の

中
の
虫
を
捕
食
す
る
の
に
適
し
た

長
く
の
び
る
モ
リ
の
よ
う
な
舌

で
す
。
ア
カ
ゲ
ラ
の
舌
は
、
後
頭

部
か
ら
二
本
の
筋
で
、
し
っ
か
り

固
定
さ
れ
、
木
の
中
深
く
ひ
そ
む

昆
虫
の
幼
虫
を
モ
リ
の
よ
う
な
舌

で
ひ
っ
か
け
て
食
べ
る
の
に
適
し

た
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

鳥
の
舌
が
出
た
の
で
、
鳥
の
味
覚

に
つ
い
て
少
し
書
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
人
間
は
舌
の
上
面
に
味
を
感

じ
る
。
ブ
ツ
ブ
ツ
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
味
を
感
じ
ま
す
が
、
鳥
の

舌
は
人
間
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
く

な
く
、
　
一
般
に
堅
く
と
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
舌
の
後
や
上
あ

ご
の
奥
の
や
わ
ら
か
い
と
こ
ろ
に

味
を
感
じ
る
細
胞
が
あ
り
、
こ
の

細
胞
を
数
え
た
人
の
報
告
で
は
、

ハ
ト
で
五
〇
～
七
五
個
、
ム
ク
ド

リ
、
カ
モ
で
二
〇
〇
個
、
イ
ン
コ

で
三
〇
〇
～
四
〇
〇
個
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
味
を
感
じ
る
と
い
う

こ
と
は
、
好
き
な
味
、
嫌
い
な
食

べ
た
く
な
い
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
食
性
は
、
木
の
幹
に
穴
を
開

け
中
の
、
ハ
チ
、
ア
リ
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
ガ
の
幼

虫
を
食
べ
、
ほ
か
に
ク
モ
、
シ
ム

カ
デ
を
食
べ
ま
す
。
ま
た
植
物
性

の
も
の
と
し
て
、
ヌ
ル
デ
、
ヤ
マ

ウ
ル
シ
、
ハ
ゼ
ノ
キ
、
ヤ
マ
ブ
ド

ウ
の
漿
果
を
食
べ
ま
す
。
繁
殖
は
、

寒・
　
　
ー
．
・
㌧
彰
矯
、
冠
』
．
け
削
F
甲
一
皆
－

　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
1
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

落
葉
広
葉
樹
や
雑
木
林
な
ど
森
林
α
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

中
の
割
合
大
き
な
木
に
嗜
を
使
っ
つ
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

て
、
直
径
四
～
六
セ
ン
チ
、
深
さ
α
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

二
二
～
四
五
セ
ン
チ
の
穴
を
堀
り
船

巣
と
し
、
枯
木
や
枯
れ
か
け
の
木
心
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

に
多
く
作
り
ま
す
が
生
木
に
作
る
α
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
電
柱
に
作
る
笹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
巣
の
中
α
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

に
、
五
月
上
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
、
艶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

純
白
の
卵
を
四
～
六
個
生
み
抱
卵
ひ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

し
、
雛
は
一
四
～
一
六
日
で
卿
化
⑩

し
、
そ
の
後
二
〇
～
二
一
日
で
雛
・
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
き

は
巣
立
ち
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
今
年
も
、
ア
カ
ゲ
ラ
の
ド
ラ
ミ
。
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

ン
グ
の
聞
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
ひ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

し
て
こ
の
項
を
終
り
ま
す
。
　
　
　
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
りG

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
き

　
※
　
こ
の
た
び
、
新
潟
中
央
警
◎き

　
　
察
署
に
転
勤
に
な
り
、
今
回
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
で
「
松
代
町
の
野
鳥
」
を
終
α
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、
役
。
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
場
の
担
当
者
、
関
係
者
の
ご
ひ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
配
慮
を
い
た
だ
き
、
当
分
の
。
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
間
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
αっ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
一
　
。
・

　
　
種
類
で
も
多
く
身
近
な
野
鳥
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
書
ひ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
　
qき

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
ひ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
り

山
火
事
防
止
運
動

燃
や
す
ま
い

　
　
　
水
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
の

4
月
－
日

　
　
、
～

5
月
訓
日

資
源

o
重
点
事
項

一
、
水
バ
ケ
ツ
等
を
準
備
し
、
焚

　
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、
完

全
に
消
火
す
る
．

二
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
必

　
ず
消
す
こ
と
。

三
、
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら

　
を
投
げ
捨
て
な
い
。

四
、
強
風
又
は
乾
燥
し
て
い
る
時

　
は
焚
火
、
野
焼
き
を
し
な
い
。

五
、
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場

　
所
で
は
、
焚
火
等
は
し
な
い
こ

　
と
。

六
、
焚
火
等
を
す
る
時
は
、
必
ず

　
監
視
人
を
つ
け
て
お
き
、
火
勢

　
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
に
、
監

　
視
を
怠
ら
な
い
こ
と
。

七
、
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け

　
る
こ
と
。

　
　
　
　
，
嫁
鯉

　
　
　
｝

　
　
　
り

　
　
　
の

　
　
　
胴
　
　
　
　
　
　
錘
ρ
Y

　
　
　
　
覗
　
、
　
｝
η
譲
μ

黍
騒
　
　
　
　
軸
．
亀
、

＼
¢
鷹
N
o
藥
箋

＼
　
　
　
　
　
．
、

趨
　
　
　
　
　
　
　
、
『

　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
吻
　
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
、
　
飾
　
　
　
、
訟
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ヂ
漏

＼癬
　
　
　
　
　
　
　
　
2
．
滋
．

　
　
　
　
　
　
　
，
趣
購

軋
畳
い
　
　
　
　
，
，

日
に
．
花
差
火
啄

や
の
ふ
し
よ
う
　
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
；
一
，
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少
晶
目
に
伴
一
つ

　
　
　
稲
作
春
作
業
時
の
用
水
不
足
対
策

　
今
冬
は
、
ま
れ
に
見
る
暖
冬
・
少
雪
だ
っ
た
た
め
用
水
不
足
に
よ
る
水
稲
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

用
水
と
作
付
期
の
調
整
対
策

ω
　
用
水
の
効
率
的
利
用

　
稲
作
期
間
を
通
じ
て
用
水
の
効

率
的
利
用
と
適
正
な
水
管
理
が
で

き
る
よ
う
、
水
稲
の
熟
期
別
、
水

系
別
作
付
け
等
集
団
化
に
努
め
る
。

ω
用
水
利
用
の
計
画
化
、
分
散
化

　
地
域
や
集
団
ご
と
に
用
水
利
用
・

育
苗
・
代
か
き
作
業
等
の
計
画
を

立
て
、
作
期
の
調
整
を
図
る
。

　
特
に
用
水
需
要
の
多
い
代
か
き
、

移
植
で
は
作
業
中
に
よ
る
一
時
集

的
な
用
水
不
足
回
避
の
た
め
、
地

域
的
（
水
系
別
）
、
組
織
的
対
応
を

図
る
。

健
苗
育
成

ω
育
苗
基
本
技
術
の
徹
底

　
用
水
不
足
に
よ
る
作
業
の
遅
れ

等
に
的
確
に
対
処
で
き
得
る
「
う

す
ま
き
」
に
よ
る
健
苗
育
成
に
務

め
る
。

　
特
に
、
田
植
が
遅
延
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
地
域
で
は
次
の
点
に
留

土
思
す
る
．

・
十
分
な
浸
種
及
び
完
全
な
種
子

消
主
母
の
実
施

・
5
月
下
旬
の
移
植
で
は
無
加
温

対
策

育
苗
の
活
用

・
苗
質
向
上
の
た
め
に
特
に
「
う

す
ま
き
」
の
励
行

・
気
温
変
動
に
対
処
し
た
き
め
細

か
い
温
度
管
理
の
徹
底

（
育
苗
初
期
の
保
温
対
策
及
び
後

期
の
高
温
対
策
並
び
に
硬
化
の
徹

底
）・
過
湿
障
害
及
び
徒
長
等
防
止
の

た
め
に
適
正
な
水
管
理
の
徹
底

・
予
備
苗
の
準
備

ω
育
苗
日
数
の
延
長
対
策
の
励
行

　
田
植
作
業
が
計
画
よ
り
遅
れ
る

場
合
は
、
苗
質
の
劣
化
を
防
止
す

る
た
め
、
一
箱
当
た
り
成
分
量
で

一
～
二
9
程
度
の
チ
ッ
ソ
を
追
肥

し
た
後
、
風
通
し
の
よ
い
涼
し
い

所
に
並
べ
、
か
ん
水
量
を
少
な
く

し
て
成
長
を
抑
制
す
る
と
よ
い
。

た
だ
し
、
こ
の
状
態
を
長
期
間
続

け
る
と
苗
が
老
化
し
活
着
力
が
弱

ま
る
の
で
極
力
早
く
移
植
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
日
数
の

延
長
と
と
も
に
い
も
ち
病
が
発
生

し
や
す
く
な
る
の
で
、
と
く
に
注

土
息
す
る
。

唾
畔
の
漏
水
防
止
対
策

ω
用
排
水
路
の
補
修
、

　
底
ω
畦
畔
漏
水
の
防
止

整
備
の
徹

　
畦
畔
漏
水
防
止
の
た
め
、
漏
水

有
無
の
点
検
、
あ
ぜ
ぬ
り
や
ア
ゼ

シ
ー
ト
の
活
用
、
畦
畔
周
辺
の
て

い
ね
い
な
代
か
き
等
に
努
め
る
。

病
害
虫

防
除
対
策

ω
発
生
動
向
の
早
期
は
握

　
越
冬
性
害
中
（
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ

バ
イ
な
ど
）
の
越
冬
率
は
や
や
高

ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
発

生
予
察
の
徹
底
に
よ
り
、
発
生
状

況
を
早
期
に
は
握
す
る
よ
う
努
め

る
。

本田の耕参ん

策整地対

ω
田
面
の
均
平
化
の
励
行

①
耕
う
ん
、
代
か
き
前
に
予
め
、

極
端
な
不
均
平
は
是
正
し
て
お
く
。

②
代
か
き
均
平
作
業
は
て
い
ね
い

に
行
い
、
均
一
な
水
深
で
管
理
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

吻
雑
草
防
除
の
励
行

　
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
な
ど
冬
生

雑
草
の
多
発
田
で
は
、
早
め
に
耕

う
ん
を
行
い
、
土
壌
の
反
転
に
よ

り
雑
草
の
枯
死
、
腐
熟
促
進
を
は

か
る
．

㈹
　
土
づ
く
り
の
実
施

　
旱
ば
つ
常
習
地
や
旱
害
を
う
け

や
す
い
水
田
は
、
堆
厩
肥
の
増
施

な
ど
に
よ
る
土
づ
く
り
に
努
め
る
。
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明
る
く
豊
か
な
町
を

　
す
で
に
皆
様
御
承
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
来
る
五
月
十
四
日
は

町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
今
後

四
年
間
町
政
を
任
せ
る
大
切
な
人

を
決
め
る
選
挙
で
す
。
よ
く
見
・

よ
く
聞
き
・
よ
く
考
え
て
投
票
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
日
程
等
は
次
の

と
お
り
で
す
．

o
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

　
五
月
九
日
（
火
曜
日
）

o
投
票
日

　
五
月
十
四
日
（
日
曜
日
）

月
』
4
目
は

o
選
挙
運
動
の
で
き
る
期
間

　
五
月
九
日
～
五
月
十
三
日

o
今
回
投
票
の
で
き
る
人

　
昭
和
四
十
四
年
の
五
月
十
五
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
元

年
二
月
八
日
ま
で
に
住
民
票
の
作

成
さ
れ
た
（
転
入
届
を
し
た
）
人

で
、
引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人
。

o
当
日
投
票
所
に

　
　
　
行
け
な
い
人
は
？
・

　
当
日
お
仕
事
等
で
、
投
票
所
に

投町
西長
示選
日挙

行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票
制
度

を
御
利
用
下
さ
い
。
ま
た
体
の
御

不
自
由
な
方
に
は
、
自
宅
で
投
票

の
で
き
る
郵
便
投
票
制
度
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
一
定
の
条
件
を
満

す
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
役
場
の
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
候
補
者
の
皆
さ
ん
。
有
権
者
の

皆
さ
ん
明
る
く
正
し
い
選
挙
で
豊

か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

生活にかカ1カる一票

　　　　　　／ま・臣さわ、φう

？疑髪婁
　街　　　 ’　后え

　　　　　’∩ド

　さ1

／

た
ピ
え
ぱ

老
後
が

宏
世
し
て

β
づ
ぜ
汐

福
祉
が

肇
・
て
口
多

物
募

つ
、
。

（“（
つ∩
、、』

　
　
泌
磐
、
テ
ρ

そ
磨
か
づ
っ

緑
〃
鍔
く
　
　
，

さ
沓
な
　
　
8

街
ー

　
　
　
（
　
β

〉
乞
岨
に
よ

良
い
代
表
老

　
ノ謬
ぱ
な
き
や

を
づ
な

　
だ
ち
の

荏
箔
に

か
か
の
つ
て

く
汐
か
、
リ

ノ
票
／
躯
が

柔
　
瞼

（つ
∠
ノ

”
6

C＊つC＊（⊃C＊OC＊OC＊OC＊：⊃C＊OC＊OC＊OC＊つC＊つC＊3C＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊つC＊：⊃C＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊：⊃C＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊OC＊つC＊0

護棄本繍旦松　5月3日（憲法記念日）
た等内年　総憲代

媛霧倉響　　　87名が成人の仲間入り
公内し対　ン念成臣ヌ　士角　　か。　＾　昨年の成人式

　
松
代
町
の
成
人
式
は
、
五
月
三

日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
十
時
よ

り
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

す
。　
本
年
度
の
対
象
者
の
方
へ
は
、

ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
転
出

転
入
等
で
案
内
も
れ
の
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
町
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
　
（
費
7
1
2
3
0
1
）

　
尚
、
平
成
元
年
度
成
人
式
の
対

象
者
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日

生
ま
れ
ま
で
の
方
で
す
。

　
た
く
ま
し
く
成
人
さ
れ
た
晴
姿

を
み
な
さ
ん
で
お
祝
い
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
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保
健
所
の

「
環
境
衛
生
相
談
窓
口
」
の
設
置
に
つ
い
て

　
四
月
一
日
か
ら
大
島
保
健
所
が

上
越
保
健
所
に
続
合
さ
れ
る
の
に

伴
い
「
環
境
衛
生
相
談
窓
口
」
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

◎
日
常
窓
口

　
環
境
衛
生
に
つ
い
て
の
相
談
は

東
頸
城
食
品
衛
生
協
会
（
大
島
村

役
場
住
民
課
盈
（
4
）
3
9
0
2
）

の
窓
口
を
通
じ
保
健
所
へ
の
取
次

を
行
い
ま
す
．

◎
専
問
家
に
よ
る
相
談

開
設
日
時

業
務
内
容

相
談
担
当
者

場
　
　
所

○
毎
週
火
曜
日

　
　
　
金
曜
日

飲
食
店
等
の
食
品

営
業
相
談

食
品
衛
生
監
視
員

大
島
村
役
場

　
住
民
課

食
品
衛
生
に

関
す
る
相
談

盈
0
2
5
5
9

4
局
3
9
0
2

○
午
前
十
時

理
美
容
等
の
環
境

環
境
衛
生
監
視
員

か
ら

営
業
相
談

十
五
時

犬
、
ね
こ
等
の

ま
で

ペ
ッ
ト
の
相
談

そ
の
他
家
庭
で
の

生
活
衛
生
相
談

※
保
健
所
業
務
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
上
越
保
健
所
（
盈

0
2
5
5
（
2
4
）
6
1
3
3
）
へ

労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は

お
早
目
に
1
＋
日
町
労
働
基
準
監
督
署
1

運
転
免
許
証
の
更
新
は
松
代
で

　
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
運
転

免
許
証
の
出
張
更
新
手
続
業
務
を

今
年
も
安
塚
警
察
署
、
郡
安
全
協

会
の
特
段
の
ご
配
意
に
よ
り
継
続

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で
の
間
、

毎
月
第
三
金
曜
日
に
総
合
セ
ン
タ

ー
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

松交

注
意
事
項

※
受
付
は
、
午
前
九
時
よ
り
十
一

　
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
深
視
力
検
査
が
で
き
な
い
為
、

　
大
型
・
二
種
免
許
の
更
新
は
で

　
き
ま
せ
ん
．

※
新
し
い
免
許
証
の
郵
送
手
続
き

　
は
で
き
ま
せ
ん
．

手
続
に
必
要
な
も
の

○
免
許
証

通
安
全
協
会

代
　
支
　
部

○
収
入
証
紙
　
二
四
〇
〇
円
分

○
協
会
費
　
　
一
五
〇
〇
円

○
写
真
一
枚
（
氏
名
・
住
所
変
更

　
に
は
も
う
一
枚
）

○
都
安
協
発
行
の
ハ
ガ
キ

※
安
塚
警
察
署
窓
口
で
の
更
新
手

続
き
は
、
第
二
・
第
四
土
曜
日
が

休
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

平
成
元
年
度
自
衛
冒
募
集
計
画

▽
受
付
期
間
…
…
別
表
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
二
等
陸
士
、
海
士

及
び
空
士
に
つ
い
て
は
年
間
を
通

じ
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
受
験
資
格
…
…
1
8
歳
以
上
2
5
歳

未
満
の
方
。

▽
試
験
日
…
…
申
し
込
み
時
に
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
…
…

役
場
総
務
課
ま
た
は
自
衛
隊
高
田

事
務
所
（
0
2
5
5
（
2
3
）
5

1
1
7
）

※
募
集
人
員
等
は
、
実
行
段
階
に

お
い
て
一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

区　　　　　　分 募集人員 志願受付期間

幹
　
　
部

医科・歯科
陸
海
空

人
2
5
8
5

常　　時

技　　　　　術 海 4 6～7月

幹
　
部
　
候
　
補
　
生

一　　　　　般
陸
海
空

93
47
42

6月

技　　　　　術 海 17 6月

医　科・歯　科
薬　　　剤

陸
海
空 9
6
5

7～8月

婦人自衛官
　（一　般）

陸
海
空 8
3
8

6月

曹
技
術

免　　　許 海 10 6～7月

大学・短大
・高専卒

海 20 6～7月

婦人自衛官看護 陸 10 常　　時

一般曹候補学生
陸
海
空

400
360
400

8～9月

航　　空　　学　　生 海
空
75
68
8～9月

看　　護　　学　　生 陸 105 10月

自　衛　隊　生　徒
陸
海
空

250
60
50

11～1月
（2月）

防衛大学校学生 500 10月

防衛医科大学校学生 65 10月

貸　費　学　生
衛生 5 2～4月

技術 15 2～4月

予備

自衛官

維持分
陸
海
空

7，579

93
44
常　　時

員数増分
陸
海
空

1，000

200
300
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年
金
受
給
者
も

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　
春
は
引
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン

で
す
が
、
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

の
中
に
も
、
家
族
の
都
合
な
ど
で

引
越
し
を
さ
れ
た
方
が
お
い
で
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
の
引
越

し
手
続
き
は
済
ま
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
年
金
の
支
払
い
は
、
東
京
の
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
記
億
し
て
い
る
年
金
受

給
者
一
人
一
人
の
情
報
に
基
づ
い

て
、
年
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
そ
の
情

報
が
誤
っ
て
い
た
り
古
か
っ
た
り

し
ま
す
と
、
正
し
い
支
払
い
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
住
所
を
変
更
し

た
り
、
支
払
金
融
機
関
の
変
更
を

し
た
時
に
は
、
速
や
か
に
届
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
は
、

社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
用
紙
は
、
市

町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
町
村
役
場
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

の器且里計

定期検査が行われます

　
5
月
2
3
日
・
2
4
日
松
代
町
役
場

で
三
年
に
一
回
の
定
期
検
査
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。
検
査
対
象
の
質

量
計
は
「
取
引
」
又
は
「
証
明
」

に
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
」
で
す
。

受
検
義
務
を
怠
っ
た
器
物
を
使
用

し
た
り
、
不
合
格
に
な
っ
た
器
物

を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
と
罰

則
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
産

業
課
産
業
経
済
係
へ
ご
照
会
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を
ご
存
知
で
す
か

　
蒲
生
の
倉
石
義
乗
さ
ん
が
こ
の

度
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
国
民
に
保
障

さ
れ
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
お

気
軽
に
相
談
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
内
容
は
秘
密
と
さ

さ
れ
他
に
洩
れ
る
事
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談
下

さ
い
。

　
な
お
、
倉
石
さ
ん
の
ほ
か
、
松

代
の
本
山
祖
道
さ
ん
も
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
－
貝

本
山
祖
道
さ
ん
（
松
代
）

　
　
長
命
寺
（
七
ー
二
〇
三
三
）

倉
石
義
乗
さ
ん
（
蒲
生
）

　
　
松
泉
寺
（
七
－
二
二
七
五
）

A
ブ
ロ
ッ
ク
（
二
段
～
一
級
）

一
位
矢
嶋
継
男
、
二
位
飯
島
宗
則

三
位
丸
山
恵
一

B
ブ
ロ
ッ
ク
（
二
級
～
三
級
）

一
位
斉
木
賢
秀
、
二
位
柳
　
久
義

三
位
石
野
　
勝

C
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
級
～
四
級
）

一
位
江
口
俊
博
、
二
位
佐
藤
達
夫

三
位
横
尾
庄
平

D
ブ
ロ
ッ
ク
（
五
級
～
九
級
）

一
位
中
村
義
一
、

三
位
植
木
直
栄

二
位
小
堺
喜
一

参
加
2
7
名

一
位
山
岸
宗
雄
、
二
位
小
堺
勇
治

郎
、
三
位
鈴
木
啓
一
、
四
位
秋
山

利
作
、
五
位
米
持
敏
雄
、
六
位
秋

山
利
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
1
8
名

　　山菜取りシーズン

転落事故に注意しましょう

　山を愛する気持と
　　　　モラルを忘れずに
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松
代
高
校
卒
業
生
の
進
路
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
高
校
藍
木
新

　
松
代
高
校
を
物
心
両
面
か
ら
育

く
ん
で
き
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
お
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
、
本
年
三
月
卒
業
生
の
進
路

状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
進
路
の
傾
向
は
、
表
1
に
示
し

た
と
お
り
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
ま
す
。
内
容
的
に
は
、
表
2
・

表
3
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
か
な
り

の
実
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
松
代

の
生
徒
は
秀
れ
た
資
質
を
有
し
て

い
ま
す
が
、
立
上
り
に
や
や
遅
い

と
こ
ろ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
共

教
職
員
は
、
生
徒
に
対
し
て
、
積

表1平成元年3月卒業生の進路状況

極
的
・
自
覚
的
な
学
習
、
進
路
選

択
へ
の
関
心
を
求
め
つ
つ
、
小
規

模
校
で
あ
る
こ
と
を
利
し
て
、
一

人
一
人
の
生
徒
に
全
員
が
眼
を
む

け
、
個
性
の
伸
張
が
な
さ
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

表2卒業生の公務員合格

行政B　信越
郵　政A　関東

郵政B　関東、信越
新潟県警
海上自衛隊

今
後
と
も

ご
理
解
と

ご
協
力
を

お
願
い
申

し
上
げ
ま

す
。

進　　路 男 女 計 平成元年 昭和63年

進
　
　
　
学

大　　　学 3 2 5
40 38．3短期大学 0 1 1

専修学校等 8 16 24

就
　
職

民間企業 20 14 34
52 50

公　務　員 4 1 5
そ　の　他 5 1 6 8 11．7

合　　　計 40 35 75 100（％） 100（％）

自然が一杯の学舎

唖れ滝沢分校114年に男

　
開
校
以
来
百
十
四
年
の
歴
史
を

持
っ
た
滝
沢
分
校
が
孟
地
小
学
校

に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
去

表3大学等合格状況

合格大学等 進学

○
卒業生

大　　　　　学 学　　部

国
公
立
大

札幌医科大 医 ○ 平成元年

東京水産大 水　　産 ○ 〃

上越教育大 学校教育 ○ 〃

私
　
　
　
立
　
　
　
大

新潟産業大 経　　済 ○ 〃

帝　　京　　大 文 ○ 〃

川村学園女子大 〃 〃

慶応義塾大 経　　済 ○ 昭和63年

立　　教　　大 〃 〃

成　　城　　大 〃 〃

青山学院大 〃 〃

〃 経　　営 〃

千葉工業大 工 ○ 〃

東京工芸大 〃 〃

関東学院大 〃 〃

東　　洋　　大 〃 〃

日　　本　　大 〃 ○ 〃

相模工業大 〃 ○ 〃

青山学院大 文（二部） ○ 〃

短大 立　　正　　大 社会福祉 ○ 平成元年

る
三
月
十
五
日
二
人
の
在
校
生
と

部
落
民
全
員
が
出
席
し
閉
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
六
年
、
苧
島
に
学
校
が
開

校
、
し
か
し
通
学
が
困
難
な
た
め

編
集
後
記

　
永
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し

た
町
史
編
纂
シ
リ
ー
ズ
も
い
よ
い

よ
あ
と
一
回
で
終
了
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
残

念
な
が
ら
筆
者
の
都
合
で
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
関
谷
哲
郎
先
生

は
じ
め
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
は

並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
き

雪
中
分
教
場
と
し
て
民
家
を
借
り

て
の
ス
タ
ー
ト
。
現
在
の
校
舎
は

昭
和
二
十
七
年
に
校
区
民
総
が
か

り
で
山
か
ら
木
を
切
り
出
し
建
築

し
ま
し
た
。

「
滝
沢
か
ら
孟
地
ま
で
通
う
の
は

大
変
だ
け
ど
元
気
に
通
い
ま
す
」

と
五
年
生
に
な
る
佐
藤
夏
代
ち
ゃ

ん
。
姉
で
こ
の
四
月
か
ら
松
代
中

学
校
に
通
う
こ
と
に
な
る
宏
子
ち

ゃ
ん
は
「
こ
の
学
校
が
な
く
な
る

の
は
と
て
も
さ
み
し
い
で
す
」
と

涙
な
が
ら
に
想
い
出
を
語
る
と
、

下
を
向
き
目
頭
を
お
さ
え
る
地
区

の
人
も
。

　
な
お
、
今
後
二
ヶ
年
は
冬
期
分

校
と
し
て
学
舎
の
灯
が
残
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
▼
不
気
味
な
サ
イ
レ
ン
の
鳴

る
音
が
今
年
は
や
け
に
多
い
で
す

ね
。
暖
冬
少
雪
を
喜
こ
ん
で
い
た

の
で
す
が
妙
な
方
向
で
余
波
が
出

て
い
る
よ
う
で
す
。
本
格
的
な
山

火
事
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
も
う
一
度

気
持
ち
を
引
き
締
め
、
消
防
団
の

出
動
事
態
発
生
と
な
ら
な
い
よ
う

一
人
ひ
と
り
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。



Ilmllil川”119111111111”IIIIこうほう・まつだい（元．4月号）Ill”lllm”III”III”lllll”1川IIII”1””””lll”1”111111川lll1“III”III”1111””lll”1”川lllllll”III”IIIllIllll”III”11111””1”lli“lll111”1””II“llll

転
出
さ
れ
る
先
生

〔
校
長
・
教
頭
〕
　
　
（

▽
莇
平
小
・
校
長

　
柳
沢
正
喜
（
上
越
市
教
委
）

▽
松
代
中
・
校
長

　
松
縄
教
一
（
安
塚
町
安
塚
中
）

▽
松
代
小
・
教
頭

　
柳
沢
晃
英
（
安
塚
町
安
塚
小
）

▽
清
水
小
・
教
頭

　
植
木
哲
夫
（
上
越
市
大
町
小
）

▽
儀
明
小
・
教
頭

　
岸
田
　
昌
（
名
立
町
下
名
立
小
）

〔
教
　
　
諭
〕

▽
松
代
小

　
江
口
哲
夫
（
新
井
市
吉
木
小
）

　
小
林
良
衛
（
上
越
市
高
田
西
小
）

　
片
桐
忠
雄
（
津
南
町
津
南
小
）

▽
清
水
小

　
小
柳
敦
子
（
見
附
市
新
潟
小
）

▽
孟
地
小

　
小
池
　
洋
（
柿
崎
町
柿
崎
小
）

　
吉
田
新
次
（
柏
崎
市
比
角
小
）

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）

）
は
新
任
地
　
敬
称
略

　
長
谷
川
弥
生
（
新
井
市
猷
し
養
護
）

▽
北
山
小

　
赤
澤
節
子
（
長
岡
市
深
沢
小
）

　
関
真
理
子
（
大
和
町
大
崎
小
）

▽
奴
奈
川
小

　
本
山
福
美
（
上
越
教
育
大
学
院
）

▽
蓬
平
小

　
田
中
武
彦
（
十
日
町
市
東
下
組

小
）

▽
松
代
中

　
広
瀬
利
勝
（
上
越
市
城
北
中
）

　
下
越
克
男
（
糸
魚
川
市
下
早
川

中
）

　
涌
井
幸
夫
（
上
越
市
城
西
中
）

　
富
永
一
郎
（
上
越
市
城
東
中
）

〔
事
務
主
査
〕

▽
松
代
小

　
斉
木
文
雄
（
十
日
町
市
吉
田
小
）

新
し
く
こ
ら
れ
た
先
生
（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

〔
校
長
・
教
頭
〕
　
　
　
（
）
は
前
任
地
　
敬
称
略

▽
莇
平
小
・
校
長

　
濱
口
　
剛
（
糸
魚
川
市
教
委
）

▽
松
代
中
・
校
長

　
竹
内
明
恒
（
上
越
教
育
事
務
所
）

▽
松
代
小
・
教
頭

　
奏
　
周
司
（
上
越
市
大
手
町
小
）

▽
清
水
小
・
教
頭

　
平
沢
　
忠
（
上
越
市
稲
田
小
）

▽
儀
明
小
・
教
頭

　
与
口
　
智
（
上
越
市
高
士
中
）

〔
教
　
諭
〕

▽
松
代
小

　
石
川
　
裕
（
上
越
市
春
日
新
田

小
）

　
西
山
康
春
（
大
島
村
保
倉
小
）

▽
菅
刈
分
校

　
大
島
聡
史
（
新
井
市
新
井
小
）

▽
孟
地
小

　
高
橋
由
美
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川

小
）

　
高
橋
　
伸
（
大
島
村
旭
小
）

▽
北
山
小

　
市
村
玲
子
（
長
岡
市
川
崎
小
）

　
秋
山
敦
子
（
糸
魚
川
市
大
和
川

小
）

▽
蓬
平
小

　
柳
沢
　
登
（
長
岡
市
四
郎
丸
小
）

▽
松
代
中

　
古
沢
博
之
（
長
岡
市
西
中
）

　
藤
本
保
久
（
上
越
市
城
西
中
）

　
中
部
俊
幸
（
六
日
町
六
日
町
中
）

　
菊
池
　
学
（
新
採
用
）

　
村
山
裕
之
（
新
採
用
）

〔
事
務
主
査
〕

▽
松
代
小

　
高
橋
成
明
，
（
小
千
谷
市
南
中
）

　
　
　
　
　
　
義
、
虜
講
畿
ノ
戸
．
婆
・
亨
’

　
職
ヤ
ヤ
愚
て
ガ
　
熱
V
縫

弘
泓
膿
誓
逢
糠
．
惣

　
　
　
　
　
鱈
塾
M
・
乳
“
重
寛
　
　
ブ

窯
き

戸
籍
の
窓
口

繍
2
潟
鍛
環
饗
羅
潟
鋤
欝
受
獄
騨

繋
讐
多
嫌
搬
盤
を
燃
結
婚
騨

爾
剛
盤
繋
獲
孝
・
本
柳
㎜
都
羅

　
　
　
　
　
　
｛
太
畢
．
幽
㌧
羅
）

醗
漏
き
な
諜
嚇
蕃
，
儒
｛
畿
盤
》
　
・

　
　
ぱ
ゑ
　
お

灘
翔
賢
濁
灘
・
鑓
　
　
難
・
綾
畢
謬

　
　
　
騰
長
㎜
錫
懸
難
禰
・
糀
屋
）

　
　
お
　
　
　

鑑
藤
欝
叢
お
・
郷
禰
欝
・
麟
紀
畢
購

　
薫
獲
妻
辮
驚
羅
・
識
郎
興
犠
）

諜
鍵
犠
懸
擁
慰
諜
輩
鵡
擁
趨
》

｝
鱒
澤
　
鴬
懇
轟
　
醗
歳

　
　
　
　
嚇
本
禰
園
療
・
欝
糖
）

、
、
柳
、
　
　
叢
㎜
灘
悉
幾
　
　
欝
の
歳

　
　
　
　
　
薦
霊
難
・
麟
叢
ど
）

松
澤
馨
蔵
・
驚

　
　
　
　
　
　
燃
儀
闘
・
薪
讐
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　　　文
俳芸
　　　ハダ句癬’議

街
暮
れ
て
い
づ
こ
と
も
な
く
梅
匂

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

大
雪
解
蛇
籠
蛇
籠
の
溢
れ
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

裏
山
の
山
毛
樺
林
よ
り
晦
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ぎ
チ

一
枚
の
色
紙
で
ま
つ
り
雛
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

碁
会
果
て
氷
雨
の
中
へ
飛
び
出
せ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

谷
間
よ
り
手
折
り
て
帰
る
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
　
香

逆
光
に
黒
髪
躍
る
卒
業
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

囲
い
よ
り
は
み
出
し
梅
の
ふ
く
ら

み
て
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

雪
代
に
せ
せ
ら
ぎ
の
音
た
か
ま
り

て
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

彿
前
に
折
り
目
つ
た
な
き
姪
の
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
々
子

桃
の
花
一
束
買
い
て
分
け
合
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

雪
な
き
を
喜
び
合
い
て
雛
祭
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

こ
の
記
録
残
し
て
お
か
ん
雪
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

村
見
ゆ
る
尾
根
の
雪
間
に
腰
下
ろ

す
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

し
む
う
　
　
　
し

定
場
石
を
あ
ぐ
ら
で
囲
い
藁
を
打

つ
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全
国
の
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に
広
く
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え
る
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高
さ
が
二
、
三
米
に
な
る
、
葉

は
先
の
と
が
っ
た
卵
形
で
対
生
し

葉
脈
が
深
い
し
わ
状
に
な
る
。
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熟
す
。
果
実
は
、
や
や
細
長
い

球
形
で
、
長
さ
五
粍
ほ
ど
。
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た
も
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廿
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。
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